






  
                          資料２－１ 

 
 

教育学部 児童教育学科の教育研究分野【概念図】 
 
 

 
《発達の視点・家族の視点・障害の視点》 

 
 

教  育  学  教育・保育系   保   育   学 
 

道徳教育，教育方法学，教育制度論 
保育学，教育史，比較教育等 

 
心  理  学  心  理  系   発 達 臨 床 

   
生理心理学，発達心理学，青年心理学 
教育心理学，臨床心理学，幼児心理学等 

 
特別支援教育学  障害・福祉系   児 童 福 祉 

 
障害原理論，障害児心理，障害児指導法 

地域生活支援論，社会福祉等 

 
教育内容研究  内 容 系   保育内容研究 

 
国語教育，社会科教育，算数教育，理科教育 
家庭科教育，音楽教育，美術教育，幼児体育等 

 
【教 育 コ － ス】      【保 育 コ － ス】  

 
 
 
 

 
保・幼・小連携の保育・教育に 

地域や家庭と連携して取り組める教育者・保育者の育成 
と 

変化する時代の地域社会における教育・保育のあり方の探究 
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計画・デザイン領域 

                          資料２－２ 
 
 

都市経営学部 都市経営学科の教育研究分野【概念図】 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
持続可能な都市社会の構築に向けた 

企業の活性化や地域の再生を担える人材の育成 
と 

地域の課題と持続可能な都市社会のあり方についての 
実践的かつ学際的な探究 

（工学系） 
アーバンデザイン，都市計画学 
都市環境学，都市交通工学 
都市生活学，都市景観学等 

《空間としての都市の視点》 

経済・経営領域 

（経済学系） 
経済理論，経済思想 
公共政策，地域経済学 
地域産業論，経営学 

環境経営学等 
《活動としての都市の視点》 

（社会学系） 
都市社会学，多文化共生論 

地域史・地域文化論 
国際関係論，国際協力論等 

《繋がりとしての都市の視点》 

環 境 

環 境 環 境 

共生・開発領域 
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１．福山市の保育所の状況

（単位：所，人）

総数 ３歳未満 ３歳 ４歳 ５歳

2004年（平成16年） 106 9,326 9,261 2,532 2,178 2,339 2,212 1,240
2005年（平成17年） 113 10,051 9,771 2,796 2,260 2,416 2,299 1,324
2006年（平成18年） 122 11,271 10,856 3,115 2,473 2,663 2,605 1,495
2007年（平成19年） 122 11,321 10,749 3,011 2,513 2,599 2,626 1,486
2008年（平成20年） 122 11,381 10,827 3,199 2,481 2,576 2,571 1,534
2009年（平成21年） 121 11,431 11,054 3,493 2,392 2,582 2,587 1,571

市立 67 5,705 5,149 1,385 1,144 1,316 1,304 732
私立 54 5,726 5,905 2,108 1,248 1,266 1,283 839

（2009年(平成21年）4月1日現在，福山市保健福祉局児童部調)

（注）保育士数は各年５月１日現在

２．全国・中核市の保育所の状況との比較

（単位：所,人）

（2007年(平成19年）4月1日現在)

（資料）

全国合計
52,146

2,015,382

人口1万人
当たり
保育所数

入所児童数
保育所数

区　分 利用児童数保育所数

福山市の保育所数，入所児童数等の推移

中核市３５市平均
広島県合計

福山市 122 10,750

厚生労働省｢保育所の状況（平成19年4月1日）等について」
総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数（平成19年3月31日現在）」（基準人口のみ）

1.8
619

22,848
2.2 56

70
2.6
1.6

17,926

保育士数

6,970

待機児童数

0
46

定員

資料３
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１．福山市の幼稚園の状況

総数 ３歳 ４歳 ５歳

2004年（平成16年） 52 199 4,692 1,238 1,612 1,842 327

2005年（平成17年） 52 203 4,691 1,271 1,591 1,829 307

2006年（平成18年） 56 223 4,941 1,257 1,753 1,931 378

2007年（平成19年） 55 217 4,840 1,267 1,644 1,929 395

2008年（平成20年） 53 224 4,710 1,259 1,692 1,759 379

2009年（平成21年） 52 214 4,574 1,177 1,626 1,771 417

市立 29 45 915 21 368 526 128
学校法人立 23 169 3,659 1,156 1,258 1,245 289

（2009年(平成21年）5月1日現在，福山市教育委員会学事課調)

（注）市立幼稚園数２９のうち，９園は休園中

２．全国・中核市の幼稚園状況との比較
（単位：園，人）

(2007年(平成19年)5月1日現在)

区　分 幼稚園数
人口1万人当た
り幼稚園数

在園者数

教員数
園児数

園数 学級数

(資料) 文部科学省「学校基本調査」（平成19年5月1日現在）
総務省｢住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数（平成19年3月31日現在）（基準人口の
み）

福山市

35,828
中核市３５市平均 46

広島県合計

55 1.2
1.1

329 1.1

福山市の幼稚園数，園児数等の推移

6,089

全国合計 13,723 1.1 1,705,408

4,840

資料４
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１．保育士

合計 市立 合計

２００５年度（平成１７年度） 24 60 ※1 84 69 51 120
２００６年度（平成１８年度） 26 80 ※1 106 70 52 122
２００７年度（平成１９年度） 21 100 121 68 54 122
２００８年度（平成２０年度） 20 99 119 69 53 122
２００９年度（平成２１年度） 18 107 ※2 125 67 54 121
２０１０年度（平成２２年度） 20 ※3

（福山市保健福祉局児童部，福山市法人立保育所協議会調）

※１　２００５～２００６年度の法人立保育所の人数は採用人数ではなく募集人数。

※２　２００９年度は，児童福祉法改正に伴う，採用増などの諸要因を含む。

※３　２０１０年度の市立保育所の採用数は，採用予定者数。

※　 ２００６年度以降は，市立保育所の法人移管に伴う採用増などの諸要因を含む。

２．幼稚園教諭

合計 市立 合計

２００５年度（平成１７年度） 0 35 35 31 21 52
２００６年度（平成１８年度） 5 34 39 32 24 56
２００７年度（平成１９年度） 6 27 33 31 24 55
２００８年度（平成２０年度） 8 25 33 30 23 53
２００９年度（平成２１年度） 0 24 24 29 23 52
２０１０年度（平成２２年度） 4 ※2

（福山市教育委員会学事課，福山市私立幼稚園協会調）

※１　　幼稚園数には休園中も含む。2009年度は9園が休園中。

※２　　２０１０年度の市立幼稚園の採用数は，採用予定者数。

福山市の保育士・幼稚園教諭採用数の推移

保育所数（所）

法人立

採用年度
幼稚園数（園）　※１

法人立

採用保育士数（人）

市立

法人立市立
採用年度

法人立

採用教諭数（人）

資料５－１



福山市の市立保育所保育士の年齢構成

7
7

14
20

15
17

12
17
18

16
14

9
6
8
11
12

19
7

11
9
8

2
5
5
4

1
6

4
9

16
9

18
42

28
24

11
9

6
4

－ 10 20 30 40 50

２２歳以下
２３歳
２４歳
２５歳
２６歳
２７歳
２８歳
２９歳
３０歳
３１歳
３２歳
３３歳
３４歳
３５歳
３６歳
３７歳
３８歳
３９歳
４０歳
４１歳
４２歳
４３歳
４４歳
４５歳
４６歳
４７歳
４８歳
４９歳
５０歳
５１歳
５２歳
５３歳
５４歳
５５歳
５６歳
５７歳
５８歳
５９歳

６０歳以上

（人）

（年齢）

2009年4月1日現在

資料５－２
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広島県及び岡山県の公立幼稚園教諭の年齢構成

11
22
23

14
24
22
23
21

30
26
30

26
19

26
21

16
22
21
19

12
15

8
4

12
10

17
31

27
41
40

49
47

56
37

27
27
28

21
30

－ 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

２２歳以下
２３歳
２４歳
２５歳
２６歳
２７歳
２８歳
２９歳
３０歳
３１歳
３２歳
３３歳
３４歳
３５歳
３６歳
３７歳
３８歳
３９歳
４０歳
４１歳
４２歳
４３歳
４４歳
４５歳
４６歳
４７歳
４８歳
４９歳
５０歳
５１歳
５２歳
５３歳
５４歳
５５歳
５６歳
５７歳
５８歳
５９歳

６０歳以上

（人）

（年齢）

【岡 山 県】
出展：文部科学省平成１９年学校調査

3
4
4

1
7

4
5
4
5

2
3
2

7
3

7
6
6

9
7

4
10
11

6
3
5

3
17

25
20

17
13

16
22
21

15
14

11
11

2

2 1 4 7 10 13 16 19 22 25

２２歳以下
２３歳
２４歳
２５歳
２６歳
２７歳
２８歳
２９歳
３０歳
３１歳
３２歳
３３歳
３４歳
３５歳
３６歳
３７歳
３８歳
３９歳
４０歳
４１歳
４２歳
４３歳
４４歳
４５歳
４６歳
４７歳
４８歳
４９歳
５０歳
５１歳
５２歳
５３歳
５４歳
５５歳
５６歳
５７歳
５８歳
５９歳

６０歳以上

（人）

（年齢）

【広 島 県】

資料５－３

出展：文部科学省平成１９年学校調査
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１．広島県・広島市の採用状況
(単位：人)

受験者数 採用者数 倍率 受験者数 採用者数 倍率

1,011 142 7.1倍 11 4 2.8倍
うち広島市　58 うち広島市　2
うち福山市　18

1,035 179 5.8倍 47 11 4.3倍
うち広島市　67 うち広島市　2
うち福山市　28

1,020 284 3.6倍 85 17 5.0倍
うち広島市　75 うち広島市　2
うち福山市　38

1,039 297 3.5倍 37 12 3.1倍
うち広島市　94 うち広島市　2
うち福山市　67

1,030 296 3.5倍 59 25 2.4倍
うち広島市　106 うち広島市　2
うち福山市　73

770 317 ※ 2.4倍 97 43 ※ 2.3倍
－

うち福山市　71
平成22年度採用 808 320 ※ 2.5倍 168 60 ※ 2.8倍

(文部科学省ホームページ，H21年度以降は広島県教育委員会ホームページ調)

※平成２１年度の採用者数欄は，採用候補者名簿搭載者数。

※平成２２年度の採用者数欄は，採用見込人数。

２．岡山県の採用状況
(単位：人)

受験者数 採用者数 倍率 受験者数 採用者数 倍率

平成16年度採用 999 ※ 149 6.7倍 － 17 －
平成17年度採用 989 ※ 210 4.7倍 － 0 －
平成18年度採用 989 ※ 189 5.2倍 － 25 －
平成19年度採用 902 ※ 143 6.3倍 － 41 －
平成20年度採用 809 ※ 149 5.4倍 － 43 －
平成21年度採用 795 175 ※ 4.5倍 53 10 ※ 5.3倍

884 ※ 185 ※ 4.8倍 69 10 ※ 6.9倍
うち岡山市　47 うち岡山市　0

(文部科学省ホームページ，H21年度以降は岡山県教育委員会ホームページ調)

※平成１６年度から平成２０年度までの，小学校受験者数には，特別支援学校受験者数を含む。

※平成２１年度の採用者数欄は採用候補者数。

※平成２２年度の採用者数欄は採用見込人数，受験者数欄は志願者数。

広島県及び岡山県の公立学校教員の採用数の推移

特別支援学校
年　　度

小学校

平成22年度採用

年　　度
小学校 特別支援学校

平成16年度採用

平成17年度採用

平成21年度採用

平成20年度採用

平成19年度採用

平成18年度採用

資料６－１
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広島県の公立小学校本務教員の年齢構成・採用状況

50
65
77
87
89

117
122

96
100
119
126
140
140
158
172
193
194
184

226
165

266
277

302
275

317
390

424
491

546
560

485
378

315
265
258

214
178

130
62

－ 100 200 300 400 500 600

２２歳
２３歳
２４歳
２５歳
２６歳
２７歳
２８歳
２９歳
３０歳
３１歳
３２歳
３３歳
３４歳
３５歳
３６歳
３７歳
３８歳
３９歳
４０歳
４１歳
４２歳
４３歳
４４歳
４５歳
４６歳
４７歳
４８歳
４９歳
５０歳
５１歳
５２歳
５３歳
５４歳
５５歳
５６歳
５７歳
５８歳
５９歳
６０歳

（人）

（年齢）

【年 齢 構 成】

72

91

115

142

179

284

297

296

317

0 50 100 150 200 250 300 350

H１３

H１４

H１５

H１６

H１７

H１８

H１９

H２０

Ｈ２１

（人）

（年度）

【採 用 状 況】[参考]

※広島市採用含む。

資料６－２

出典：文部科学省平成１９年学校調査

出典：文部科学省調べ「公立学校教員採用選
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岡山県の公立小学校本務教員の年齢構成・採用状況

19
55
70

86
79

95
86
95

72
112
110

136
126

110
114

138
127

179
206

155
198
203
214

236
263
269

318
343

375
343

314
278

204
210

163
142

121
94

54

－ 50 100 150 200 250 300 350 400

２２歳
２３歳
２４歳
２５歳
２６歳
２７歳
２８歳
２９歳
３０歳
３１歳
３２歳
３３歳
３４歳
３５歳
３６歳
３７歳
３８歳
３９歳
４０歳
４１歳
４２歳
４３歳
４４歳
４５歳
４６歳
４７歳
４８歳
４９歳
５０歳
５１歳
５２歳
５３歳
５４歳
５５歳
５６歳
５７歳
５８歳
５９歳
６０歳

（人）

（年齢）

【年 齢 構 成】

58

103

119

149

210

189

143

149

108

0 50 100 150 200 250

H１３

H１４

H１５

H１６

H１７

H１８

H１９

H２０

Ｈ２１

【採 用 状 況】[参考]
（年度）

（人）

資料６－３

出典：文部科学省平成１９年学校調査

出典：文部科学省調べ「公立学校教員採用選
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広島県の特別支援学校教員の年齢構成・採用状況

4
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9
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7
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13
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４５歳
４６歳
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５１歳
５２歳
５３歳
５４歳
５５歳
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５７歳
５８歳
５９歳
６０歳
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（年齢）

【年 齢 構 成】
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5

1
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17
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25
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0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

H１３

H１４

H１５

H１６

H１７

H１８

H１９

H２０

Ｈ２１

（人）

（年度）

【採 用 状 況】

※広島市採用含む。

資料６－４

出典：文部科学省平成１９年学校調査

出典：文部科学省調べ「公立学校教員採用選
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岡山県の特別支援学校教員の年齢構成・採用状況
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（人）

（年齢）

【年 齢 構 成】
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17
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25

41

43

40
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H１３

H１４

H１５

H１６

H１７

H１８

H１９

H２０

Ｈ２１

（人）

（年度）

【採 用 状 況】

資料６－５

出典：文部科学省平成１９年学校調査

出典：文部科学省調べ「公立学校教員採用選
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年度（西暦） 年度（平成）
いじめの比
率

不登校の比
率

いじめの比
率

不登校の比
率

いじめの比
率

不登校の比
率

2003年 15年 0.58% 0.49% 0.33%
2004年 16年 0.53% 0.44% 0.32%
2005年 17年 0.56% 0.45% 0.32%
2006年 18年 0.18% 0.60% 0.17% 0.45% 0.85% 0.33%
2007年 19年 0.18% 0.55% 0.14% 0.45% 0.69% 0.34%

年度（西暦） 年度（平成）
いじめの比
率

不登校の比
率

いじめの比
率

不登校の比
率

いじめの比
率

不登校の比
率

2003年 15年 4.45% 3.63% 2.73%
2004年 16年 4.08% 3.43% 2.73%
2005年 17年 3.95% 3.22% 2.75%
2006年 18年 0.60% 3.74% 0.55% 3.24% 1.49% 3.01%
2007年 19年 0.56% 3.87% 0.60% 3.25% 1.27% 3.07%

年度（西暦） 年度（平成）
いじめの比
率

不登校の比
率

いじめの比
率

不登校の比
率

いじめの比
率

不登校の比
率

2003年 15年 1.75% 1.50% 1.15%
2004年 16年 1.59% 1.38% 1.14%
2005年 17年 1.58% 1.31% 1.13%
2006年 18年 0.30% 1.53% 0.29% 1.32% 1.06% 1.19%
2007年 19年 0.29% 1.55% 0.29% 1.33% 0.88% 1.22%

注
１，福山市教育委員会学事課調べ。
２，比率の計算式は以下のとおり。
　「いじめ」の場合：「認知件数÷児童生徒数×100」，「不登校」の場合：「合計実人数÷児童生徒数×100」
３，2006（平成18）年から「いじめ」は認知件数に変更。

福山市の小学校・中学校におけるいじめ・不登校の状況（出現率）

福山市 広島県 全国

福山市 広島県 全国

福山市 広島県 全国小学校

中学校

小中計

0.00%

0.20%

0.40%

0.60%

0.80%

1.00%

1.20%

1.40%

1.60%

1.80%

2.00%

15 16 17 18 19
年度

福山市の小学校・中学校における不登校の現状（出現率）

（2003（平成15年）～2007（平成19年）

福山市小中学校

広島県小中学校

全国小中学校

資料７
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１．福山市内の小学校の状況（特別支援学級を含む）

（単位：所，人）

総数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

2004年（平成16） 71 893 24,576 4,168 4,037 4,035 4,226 4,034 4,076 1,294

2005年（平成17） 75 938 25,225 4,254 4,270 4,105 4,143 4,315 4,138 1,353

2006年（平成18） 82 1,034 27,715 4,658 4,609 4,698 4,556 4,497 4,697 1,477

2007年（平成19） 82 1,015 27,610 4,622 4,649 4,596 4,703 4,545 4,495 1,482

2008年（平成20） 83 1,039 27,682 4,615 4,611 4,656 4,597 4,675 4,528 1,509

2009年（平成21） 83 1,036 27,490 4,421 4,614 4,590 4,623 4,591 4,651 1,508

公立 80 1,008 26,763 4,292 4,470 4,487 4,517 4,470 4,527 1,458
私立 3 28 727 129 144 103 106 121 124 50

（各年5月1日現在，福山市教育委員会学事課調)

※学校数には，休校も含む。

２．上記のうち，特別支援学級の状況

総数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

2004年（平成16） 80 255 36 49 41 47 53 29

2005年（平成17） 84 298 49 45 52 46 52 54

2006年（平成18） 92 312 53 50 49 56 48 56

2007年（平成19年） 92 353 78 57 60 52 59 47

2008年（平成20） 100 394 64 79 69 66 56 60

2009年（平成21） 111 440 85 78 79 74 67 57

（各年5月1日現在，福山市教育委員会学事課調)

学校数 学級数

福山市の小学校数，学級数（特別支援学級を含む），児童数等の推移

学級数
児童数

教員数
（本務者）

児童数

資料８
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１．福山市内の特別支援学校（３校）の状況

（単位：人）

総数 小学部 中学部 高等部

2005年（平成17年） － 93 333 127 74 132 235

2006年（平成18年） － 98 358 144 70 144 218

2007年（平成19年） － 96 369 138 84 147 192

2008年（平成20年） － 101 405 150 104 151 228

県立福山特別支援学校 肢体不自由 26 61 37 13 11 54

県立福山北特別支援学校 知的障害 45 207 76 48 83 103

県立沼隈特別支援学校 知的障害 30 137 37 43 57 71

（福山特別支援学校，福山北特別支援学校，沼隈特別支援学校調)

※各年５月１日現在。

２．広島県の特別支援学校在籍者数の推移

教員数
（本務者）

児童・生徒数

福山市の特別支援学校の学級数，児童・生徒数等の推移

障害
種別

学級数

資料９
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2
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（人）

在籍者数

（各年度５月１日現在）

Ｈ10年 Ｈ11年 Ｈ12年 Ｈ13年 Ｈ14年 Ｈ15年 Ｈ16年 Ｈ17年 Ｈ18年 Ｈ19年 Ｈ20年

在籍者数 1,158 1,154 1,208 1,263 1,319 1,367 1,445 1,525 1,638 1,735 1,787

※幼稚部，小学部，中学部，高等部のすべての在籍者数
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福山市立大学が養成する人材に関するアンケート調査 
（市内の公立・私立・法人立の保育所・幼稚園・小学校） 

 
１ 調査目的 
   ２０１１年（平成２３年）４月の福山市立大学設置に向けて，本市に在所する

保育所・幼稚園・小学校を対象として，養成する人材の必要性について調査する

ことを目的とする。 
 
２ 調査対象及び標本抽出方法 

（１）福山市内に在所する公立・私立・法人立の保育所，幼稚園，小学校２４４

施設全てを標本とする。      
 
３ 実施時期  ２００９年（平成２１年）１１月 

 
４ 調査の主要項目 
（１）福山市立大学教育学部児童教育学科が養成する人材の必要性 
（２）福山市立大学学生の活動支援の受入意向 

 
５ 回答施設数  １９６施設（回収率 ８０．３％） 
         内訳 保育所 １０１施設（回収率 ８４．１％） 
            幼稚園 ２９施設（回収率 ６７．４％） 
            小学校 ６６施設（回収率 ８１．５％） 
 
６ 調査結果 
（１）養成する人材の必要性 
    教育学部児童教育学科で養成する幼稚園教育にも精通した保育士の必要

について，「今後必要性が高まる」と回答した保育所は，７１施設（７０．

３％）で最も多く，次いで，「どちらともいえない」と回答した施設は，２

３施設（２２．８％）となっている。 

   

幼稚園教育にも精通した保育士の必要性

無回答
1.0%

その他
2.0%

どちらとも
いえない

22.8%

必要性が高ま
ると思わない

3.9%

必要性が
高まると思う

70.3%

 

資料１０－１ 
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    子どもの発達を総合的に捉え，乳幼児保育や小学校教育にも精通した幼稚

園教諭の必要性について，「今後必要性が高まる」と回答した幼稚園は，２

０施設（６９％）で，「どちらともいえない」と回答した幼稚園は，７施設

（２４．１％）である。 

    

乳幼児期保育・小学校教育にも
精通した幼稚園教諭の必要性

どちらともいえない

24.1%

必要性が高まると

思わない

6.9%

必要性が

高まると思う

69.0%

 
     
 

また，子どもの発達を総合的に捉え，乳幼児期にも精通した小学校教諭の

必要性については，「今後必要性が高まる」と回答した小学校は，５１施設

（７７．３％）で，「どちらともいえない」と回答した小学校は，１４施設

（２１．２％）である。 

    

乳幼児期にも精通した小学校教員の必要性

必要性が高まる
と思わない

1.5%

どちらとも
いえない

21.2%

必要性が
高まると思う

77.3%
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「発達障がい等のある子どもへの指導・支援方法を学んだ教育者・保育士

の必要性については，「今後必要性が高まる」と回答した施設が１９０施設

（９７．０％），「どちらともいえない」と回答した施設が４施設（２．０％）

となっている。 

     

発達障がい等のある子どもへの指導・支援方法
を学んだ教育者・保育士の必要性

とちらとも
いえない

2.0%

無回答
0.5%

必要性が高まる
と思わない

0.5%

必要性が高まる
97.0%

 
 
 

    さらに，実験や観察・実習を通じて，幼児には，自然の大きさ・美しさ， 
不思議さ，小学生には，理科の楽しさを伝えることができる教育者・保育士

の必要性について，「今後必要性が高まる」と回答した施設が，１６３施設

（８３．２％），「どちらともいえない」と回答した施設が，２４施設（１２．

２％）となっている。 

     

理科の楽しさを伝えることができる
教育者・保育者の必要性

無回答
1.5%

その他
0.5%

どちらとも
いえない

12.2%

必要性が高まる
と思わない

2.6%

必要性が
高まると思う

83.2%

  



22  

     語学による違いによりコミュニケーション等において，課題があると思っ

ている施設は，１０１施設（５１．５％）で，課題はないと思っている施設

は，８８施設（４４．９％）となっている。 

 

語学によるコミュニケーション等の課題の有無

無回答
3.6%

課題はない
44.9%

課題がある
51.5%

 
 
 
     課題があると回答した施設のうち，語学力を培った教育者・保育者の必要

性については，「必要性が高まる」と回答した施設は７９施設（７８．２％），

「どちらとも言えない」と回答した施設は１６施設（１５．８％）となって

いる。 

      

語学力を培った教育者・保育者の必要性

無回答
1.0%

その他
3.0%

どちらとも
言えない

15.8%

必要性が
高まると
思わない

2.0%

必要性が
高まると思う

78.2%

 
 
（２）特別活動・学習支援に係る福山市立大学学生の受入意向 
      保育士・教員志望の学生による保育中，授業中の指導や特別活動，放課後

等の遊びなどへの活動支援・学習支援の受入意向について，「受入を希望す

る」と回答した施設は，１２３施設（６２．８％）で，「受入を希望しない」

と回答した施設は，４３施設（２１．９％）である。 



23  

  

活動支援・学習支援の受入意向

無回答
15.3%

受入を
希望しない

21.9%

受入を希望する
62.8%

 
 

（３）福山市立大学への期待 
    福山市立大学教育学部児童教育学科へ期待する事項として，３項目まで選

択したもので，最も多かったのは，「地域の教育・保育を支える人材の供給」

が１７１ポイント（３２．２％）で，次いで「教育・保育・福祉現場と連携

した教育研究」が１３２ポイント（２５．０％），「現場の課題に関する支援

相談」が１０７ポイント（１９．９％）である。 

福山市立大学へ期待する事項（３項目まで選択）

無回答
0.6%

施設・設備・機器
の開放
3.5%

教育・研究内容の
情報提供

12.9%社会人を対象
とした公開講座

5.9%

教育・保育・福祉
現場と連携した

教育研究
25.0%

現場の課題に
関する支援相談

19.9%

地域の教育・保育
を支える人材の
供給　　32.2%
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福山市立大学学生の採用意向に関するアンケート調査 
（市内の私立・法人立の保育所・幼稚園・小学校） 

 
１ 調査目的 
   ２０１１年（平成２３年）４月の福山市立大学設置に向けて，本市に在所する

保育所・幼稚園・小学校を対象として，卒業生の採用見通しについて調査するこ

とを目的とする。 
 
２ 調査対象及び標本抽出方法 

（１）福山市内に在所する私立・法人立の保育所，幼稚園，小学校の８０施設の

全てを標本とする。      
 
３ 実施時期  ２００９年（平成２１年）１１月 

 
４ 調査の主要項目 
（１）採用に関する事項（採用実績，今後の採用予定） 
（２）福山市立大学学生の活動支援の受入意向，卒業生の採用意向 

 
５ 回答施設数  ５７施設（回収率 ７１．３％） 
 
６ 調査結果 

（１）大学新卒者の採用実績 
平成１９年度～平成２１年度の３か年間で，正規教員・保育士の採用につ

いて，「大学新卒者を採用した」と回答した施設は，２０施設（４２％）で，

「大学新卒者を採用していない」と回答した施設は，２６施設（４６％）と 
    なっている。 

     

過去３か年における正規教員・保育者の採用実績

採用なし
 8施設

短大卒業者
 26施設

大学卒業者

 20施設

その他・中途採用

3施設

 

資料１０－２ 
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  また，平成１９年度～平成２１年度の３か年間での，正規教員・保育士の

採用人数については，「大学新卒者」は，４４人（１３％），「短期大学新卒

者」が１７５人（５４％）となっている。     

  

過去３か年における正規教員・保育者の採用人数

中途採用者
62人

その他
45人

短期大学
新卒者
 175人

大学新卒者
44人

 

 
 
（２）今後の採用予定 

平成２２年度から平成２６年度までの今後５年間おいて，大学新卒者の

正規教員・保育士の採用予定については，「採用を増やしたい」が１１施設

（１９％），「現状と同程度採用したい」が１９施設（３３％）となってい

る。採用人数については，なお，「採用を減らしたい」と回答した施設は全

く無かった。    

今後５か年における大学新卒者の
正規教員・保育士の採用予定

無回答
5施設

採用は
考えていない

4施設

現時点では未定
18施設

現状と同程度
採用したい

 19施設

採用を増やしたい
11施設
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（３）採用意向 
     福山市立大学教育学部児童教育学科の卒業生の採用意向については，「ぜ

ひ採用したい」，「採用したい」，「一応採用を検討する」と回答した施設の合

計は，５５施設（９６．５％）である。「採用しない」と回答した施設は，

１施設（１．８％）である。 
     当該採用意向の割合（「ぜひ採用したい」，「採用したい」，の合計６０．０％）

と広島県内に在所する私立・法人立の保育所・幼稚園・小学校数（４４５施

設）から推計をすると，２６７施設の採用意向が見込まれる。 
また，就職先は，本市のみならず，県内・県外各地も対象となる。 
併せて，公立施設も就職先対象であり，就職先確保については，一定の見

通しがあると考えられる。 

     

福山市立大学卒業生の採用意向

無回答
 1施設

採用しない
1施設

一応採用を
検討する
 21施設

採用したい
 16施設

ぜひ採用したい
18施設
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